












































































1971, p.1.（13 頁。）] としている。メイヤロフは、その例としてわが子をケ
アする父親を挙げている。父親はわが子の成長には自分が必要だと感じ、
その子を尊重しつつ、「その子の成長したいという要求にこたえることに








































































心なのである」[Mayeroff, 1971, p.39.（68 頁。）]。しかし、ケアする者は、
対象をケアすることにおいて、その成長を援助することにおいて、「信頼、
理解力、勇気、責任、専心、正直に潜む力を引き出して、私自身も成長す










































































































































形成されるには時間がかかる [Mayeroff, 1971, p.44.（78-79 頁。）]。そうし
た長い時間をかけた中でも、他者を知り尽くしてしまうということは「ケ













































































1971, p.94.（159-160 頁。）] や「雑然としたものを排除していくことにより、
私は生の持つはかり知れない性格について、はっきりと気づくことができ




















































































































































いる [Mayeroff, 1971, p.25.（47 頁。）]。また、「私が“場の中にいる”
ということは、“場の中にいる”ことから他の人たちを排除することを
前提としているのではない」[Mayeroff, 1971, p.70.（119 頁。）] と述べ、
われわれにはしばしば否定的な匂いのあるものを無視する傾向のある
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